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土曜日 隔週授業昼食 弁当持参、食堂、売店登校時刻  8：403学期制

628 629
説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

常に学校、家庭、地域社会との連帯を密にして、
様々な角度から、生徒たちの心と身体の安全と健
康を見守っています。

中学校では春休みの春期英語宿泊研修や、 ３年
生 ３学期の約 2カ月間、現地の中学校に編入し、
授業や文化を肌で感じられるホームステイプログ
ラムのニュージーランドターム留学を行います。
高等学校ではカナダ研修を行っています。約 3

週間、ネイティブの先生のもとで、英語の上達を
図ります。さらに、ホームステイを通して、異
なった国の生活習慣や文化を学ぶとともに規則正
しい生活をして、自ら学ぶ環境に身をおいて語学
の実力を向上させるねらいもあります。
ボランティア活動として、社会福祉部の校内献
血運動、チャリティコンサート、美化委員を中心
に行っている海岸や周辺環境の清掃等、積極的に
取り組んでいます。
クラブ活動では、運動部19、文化部19、委員会 6
があり、県大会・関東大会・インターハイ・国民体育
大会などに出場して優勝するなど活躍しています。

生活指導・心の教育

学校行事・クラブ活動

〈URL〉https://www.soyo.ac.jp
　　　　相洋中学校・高等学校は、昭和13年（1938）
4月、神奈川県立小田原中学校内に小田原夜間中
学校として設置認可を受け、入学生徒100人を
もって開校しました。翌14年 1月、校名を「相洋
中学」と改称。同22年 7月、学制改革に伴い新制
中学校を併設し、男女共学となり、同23年 3月、
校名を「相洋中学校・相洋高等学校」としました。
昭和59（1984）年、中学・高校 6年間独自のカリ
キュラムを持つ、一貫コースが発足しました。令
和 6年（2024）より高等学校の商業科を募集停止。

教育理念は、碑文にも掲げられている校訓『質
実剛健・勤勉努力』が示すように、第一に人間の
本質的なものとしての「真心に満ちあふれる」青
年を育成するために、すべての価値観に勝る徳育
に力点を置き、礼節を重んじ、規律正しい人間を
つくること。第二に「節操を曲げない崇高なる精
神の強さ」と、「したたかに逞

たくま

しい健康」を育て
ること。第三に「悩み苦しみながらも勇気をもっ
て困難に立ち向かって行くために多くの力を結集
する」大切さを学ぶことです。

「中・高一貫コース」では、学習を確かなもの
にするために、中高 6カ年を 3期に分けています。
第 1期（中 1〜中 3前半）：主要 5教科において
無駄な重複を避け、徹底した基礎学力の習得とと
もに、自学自習の精神を養成します。

第 2期（中 3後半〜高 2）：学力を大いに伸ばす
伸長発展のための期間で、この第 2期までに、中
学と高校の教育課程をほぼ修了させます。
第 3期（高 3）：この期間は「大学進学対応準備
期」として、効果的な復習と実践的な演習を中心
に行い、難易度の高い大学入試にも対応できる確
かな学力を身につけさせます。
公立中学校から募集する高校普通科は 3コース

を設置。「特進コース（選抜クラス・特進クラス）」
は国公立大および難関私立大を目指します。「文
理コース（理科クラス・文科クラス）」は難関私
立大から中堅私立大を目指します。「進学コース」
は個人の能力や適性に合わせた目標を定め、大
学・短大進学などを目指します。

相模湾を眼下に望む、緑豊かな丘陵地の小峰丘
に建っています。施設は、普通教室や各種実験・
実習室などがある 1〜 8号館の建物と、第一体育
館、柔・剣道場、学生食堂、雨天体操場、第一研修会
館、テニスコート、上庭グラウンド、中庭グラウン
ド、部室棟、トレーニング室があり、小田原市内
に野球場もあります。
校門をくぐると斬新なデザインの地上 ４階、地

下 １階の「相洋インテリジェントセンター」がそ
びえています。センター内には、マルチメディア
システム、大学受験講座も行われ、学び舎として
の一面も備えています。さらにタブレットやオン
ラインシステムを活用した授業も実践しています。

沿革

校風・教育方針

カリキュラムの特色

環境・施設設備
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中学校・高等学校
〒250 – 0045　神奈川県小田原市城山4 – 13 – 33　☎0465 – 23 – 0214（中学校）　　中学校長　　渡邉　祐一

☎0465 – 22 – 0211（高等学校）　高等学校長　小林　悟　

■2025年度入試日程
　　　　　帰国生入試は1/6に実施
募集人員 出願期間 試験日発表日 手続締切日
1 回Ａ　30 1/6〜1/31 2/1 2/1 2/6
　　Ｂ　20 1/6〜2/1 2/1午後 2/1 2/6
2 回Ａ　20 1/6〜2/2 2/2 2/2 2/6
　　Ｂ　10 1/6〜2/2 2/2午後 2/2 2/6
3 回　　10 1/6〜2/4 2/4 2/4 2/6
　　　　　　
募集人員 出願期間 試験日 発表日 手続締切日
推薦� 180 1/14〜1/16 1/22 1/23 1/27
一般� 380 1/24〜1/31 2/10 2/11 専2/14併3/5
二次・チャレンジ　25 2/17〜3/4 3/4 3/5 3/7
■2025年度選考方法・入試科目
　　　　　
1 回Ａ・ ２回Ａ・ 3回： 2科か 4科、面接
1 回Ｂ： 2科、面接
2 回Ｂ：国・算・英から 1科目、面接
〈配点・時間〉国・算・英＝各100点45分　理・
社＝各100点30分　
〈面接〉生徒グループ　重視　【内容】志望動機、
中学校生活への抱負、長所・短所など
　　　　　　
推薦：作文（600字45分）＊2024年度テーマ「夢
の実現のため中学校生活で最も力を入れたこと」
「夢の実現のため高校生活で最も力を入れようと
考えていること」「人工知能（AI）の進歩について、
自分が考えたこと」から選択
一般：国語・数学・英語、または書類選考
二次・チャレンジ：国語・数学・英語
〈配点・時間〉国・数・英＝各100点45分
〈面接〉なし

■指定校推薦枠のある主な大学
青山学院大　東京理科大　学習院大　成蹊大　日
本大　専修大　東洋大　駒澤大　明治大など
■2024年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
498人 357人 16人 74人 1 人 14人 36人
■2024年度入試結果
　　　　　男／女
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率
1回Ａ　　30 32/19 31/19 15/14 2.1/1.4
　　Ｂ　　20 34/18 25/15 14/12 1.8/1.3
2回Ａ　　20 33/19 21/10 17/7 1.2/1.4
　　Ｂ　　10 31/18 11/9 9/8 1.2/1.1
3回　　　10 36/19 12/12 7/11 1.7/1.1

　　　　　　
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

推薦� 180 117 117 117 1.0
一般� 380 1,986 1,985 1,985 1.0
二次・チャレンジ� 25 40 40 22 1.8
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学校説明会　要予約
★中学校　
10/5 1/6
オープンスクール　9/8
授業見学会&部活動体験会　9/21　10/19�
入試説明会　11/3　12/8
★高等学校　
9/19伊勢原　9/24平塚　10/5小田原
入試説明会　10/19　11/9　11/23　11/30
見学できる行事　
文化祭（相洋祭）　9/7 ・ 9/8
体育祭（高校のみ）　9/25


